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＜ビジター・ゲスト＞ 

埼玉県立 入間わかくさ高等特別支援学校 

校長 山口 伸一郎 様 

 

★☆★会長の時間 粕谷康彦会長 

国 際 ロ ー タ リ ー

（RI）会長の KR、ラビ

ンドランさんが今月

号のロータリーの友

で、このように呼びか

けています。 

《あなたのクラブに

女性会員はいますか》 

「男女の機会均等はあったほうがいい」ので

はなく、奉仕のため、未来のために「無くては

ならない」のです。女性の入会促進を最優先さ

せなければ、ロータリーは一歩も前に踏み出

せないまま暗礁に乗り上げてしまうでしょう。

女性を排除しているクラブは本来なら得られ

るはずの才能、能力、人脈の半分を逃がしてい

ます。そして家族や地域社会に効果的に奉仕

するために必要な視点も逃がしています。現

在世界のロータリアンの約２０％が女性会員、

ガバナーの約１０％が女性、１７人の RI理事

のうちの４人が女性です。一方日本のロータ

リーを見ると女性会員は約５％、今年度、来年

度女性ガバナーはゼロです。ロータリーに女

性会員が入会するようになったのは、僅か３

０年ほど前のことです。それ以来ロータリー

が最も生産的な状態にあることは、偶然では

ないという。日本で女性会員が増えないのは

日本の状況を反映した結果であるかもしれま

せん。単に日本のロータリークラブが女性会

員を否定しているというのではなく、女性の

社会進出が遅れていることの反映そのものの

ように思われます。会員増強が叫ばれている 

 

今、女性に期待することは大きいと思います。 

５月１４日(土)平成 28年度入間市環境まち

づくり会議総会に、滝沢社会奉仕委員長とと

もに出席して参りました。入間市は入間川、霞

川、不老川があります。茶畑が広がり自然が多

く空気がきれいです。今年は春先から気候が

よく雨も多く降って、名産の狭山茶も芽がよ

く伸び平年の３割ほど多く収穫されたそうで

す。ゴミ拾い隊を編成して豊岡コース、藤沢コ

ースに分かれて、２キロメートルを約２時間

かけて街をきれいにする運動を行っています。

ポイ捨てゼロ推進運動、主催は埼玉県西部地

区地域まちづくり協議会、４市環境課、衛生自

治会が作業をしております。路上の喫煙防止

キャンペーンも環境を守り未来の子育てに役

立てばよいと思います。第５回を迎える入間

環境フエアは６月１９日(日)に開催されます。 

５月１８日（水）入間市商工会通常総会に出

席して参りました。 

入間市商工会は市内の商業活性化、消費の

喚起を目的に平成２１年度以来となる、プレ

ミアム付き商品券を発売しました。４６１店

舗の加盟店が参加し総額６億５千万円分が市

内で消費され、消費者参加事業所からも好評

を得ました。又飲食店の活性化として実施し

た第２回目の「いるバル事業」は、前年度から

対象地区を増やし合計８０店舗のお店が参加

し、チケット販売数は数は約１，０００セット、

開催３日間はチケットを片手にしたお客様で

賑わいました。この２つのイベント事業によ

り入間市活性化に寄与することができました。 
 

西山祐三会長エレクト 

本日例会終了後、次年度のクラブ奉仕部門

の家庭集会です。又、明日の 4大奉仕部門の

家庭集会も併せて宜しくお願いいたします。 
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■■■ ■■■ 
《高等特別支援学校の紹介》 

高等特別支援学校 校長 山口 伸一郎 様 

旧入間高校跡地を利

用して、知的障害のあ

る生徒が学ぶ高等部単

独の特別支援学校で

す。普通科と職業学科

が併設されています。

生徒数：普通科 185 名

(1,2,3 年）職業学科：

57名（1年生のみ） 

★学校教育目標★ 

「私たちはもっと輝く。力強く社会へ。」 

自らの力と特性

を自覚し、生徒同

士で高め合い、地

域の中で自分らし

く自立と社会参加

を実現できる人を育成する。生徒一人一人す

でに“輝き”をもっており、学校でしっかり勉

強して実習もして、その“輝き”にさらに磨き

をかけてほしい。今は輝いていないところ、苦

手なことも、工夫して少しずつできるように

なってほしい。教職員は、皆さんの輝きどころ

をしっかり見つけ、「私はここが輝いている」

「私はここまでできる」ということがわかる

と、その一つ先のこと、次に挑戦すること、次

に学ぶことが見えてきます。今は苦手なこと

も、どうすればうまくいくか、一緒に工夫して

いきます。 

◎目指す生徒像 

1.自分の力や特性を自覚し、さらなる学びに

挑戦する生徒 

2.自治意識を持ち、自分で考え、自分で発信で

きる生徒 

3.学び続け、働き続ける意欲と力を持った生徒 

4.仲間と協力して学び合うことができる生徒 

◎目指す学校像 

・生徒一人一人の特性を十分に踏まえた、丁寧

な指導を実践する学校 

・何事にもチームで取り組み、チーム力で成果

を倍増させる学校 

・地域における共生社会づくりの推進拠点と

なる学校 

★普通科は 3つの教育課程を設定し、一人一人

の学び方を大切にする。 

●生活 

将来の社会的自立に向けて、必要な生活指

導等を身につけます。 

○生活単元学習や自立活動で、自分の好きなこ

とや得意なことを増やし、将来の生活の幅を

広げます。 

○日常生活の指導の時間を十分に確保し、自分

でできることを増やします。 

●基礎 

将来の社会的・職業的自立に向けた基礎的

な技術や働くうえで必要な意欲・態度等を身

につけます。 

○週 6時間の充実した作業学習を通して、機器

の操作や作業の手順・連絡・報告・相談の仕

方を学びます。 

○日々の係活動や清掃活動では一人一人が役

割を果たすことを大切にします。 

●実践 

企業等への就労を視野に、必要な意欲・態度・

技術等を身につけます。 

○作業学習には学校外での就業体験学習を盛

り込み、学校で学んだことを企業等の現場

で実践します。 

 

★職業学科 1年生では、それぞれの科の 3つの

コースを体験します。 

●生産技術科では、パン・菓子や布製のバッグ、

野菜など、校内や近隣の方々へ販売をする製

品作りを行います。 

●流通・サービス科では、パソコン操作を含め

た事務作業や喫茶サービス室での接客業務な

ど、各種サービスや環境の整備にかかわる仕

事を行います。 

これらの学習活動を通して、働く力を高め、

企業就労を目指します。 

 

★地域や産業界と共に生徒を育む教育 

周辺道路を清掃する地域貢献活動や商工業

団体と連携した就労体験活動、市博物館との

連携など、学校で学んだ力を実際の社会で生

かす取組を行います。 
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★施設設備 

高等部のみを設置する特別支援学校である

ことを踏まえて様々な作業種が学習できる施

設・設備を整備しました。 

パン工房室（ベーカリー

茶々）、喫茶サービス室（茶

房わかくさ）、事

務作業室（オフ

ィスわかくさ）、被服デザイン室、

木工室、陶芸室、

農作業班控室。 

 

 

 

 

 

授業の一環として現場実習の場を探してお

りますので、今後ともどうかよろしくお願い

いたします。本日はありがとうございました。 

 

★委員長報告 

親睦活動委員会 細淵克則委員長 

ロータリー財団から報告します。5/14 に奨

学生の選考試験があり、2人を選考しています。

又、昨日の補助金審査委員会で入間ＲＣの補

助金でのタブレット 10 台は決定しています。

西山年度での贈呈準備宜しくお願いします。 

 

＜出席報告＞ 馬路宏樹委員長 

事前欠席連絡 3名 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 晝間和弘ＳＡＡ 

粕谷康彦君、木下登君、晝間和弘君～入間わか

くさ高等特別支援学校 山口伸一郎校長、今日

はお忙しい中お出でいただき、誠に有難うご

ざいます。卓話宜しくお願い致します。 

関根靖郎君、山岸義弘君、宮崎正文君、後藤健

君～申し訳ありません早退します。 

\7,000 累計\785,869 

 

■回覧覧、配布物 

① バギオだより５月号 

② ハイライトよねやま 194 

③ コーディネーターニュース６月号 

④ ｢埼玉発世界行き」奨学生募集ポスター送付 

⑤ 地区大会スナップ写真データのご案内 

⑥ 5/22玉岡かおる講演会ご案内 

⑦ 他クラブ週報 

⑧ 入間ＲＣ週報４２号 

 

 

 

会員数 出席数 出席率 前回修正率 

42名 31名 75.6％ ----- 

2016年 5月 2016年 6月 

日 曜 事業などの内容 日 曜 事業などの内容 

9 月 4クラブ合同懇親会 3 金 新旧合同会長幹事会 

14 土 入間市環境まちづくり会議    

18 水 入間市商工会 56回通常総代会    

21 土 大宮ＲＣ60周年記念式典    

26 木 豊岡中学校区青少年育成推進会    

RI2570地区５・６月の粕谷会長スケジュール 2015～2016 年度 


